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平成３７年度末までに、年間約６，７００トン、 

１６．７％のごみの減量が必要です。 

ごみの減量や適正なごみの分別回収などを通じて、住みよい街づくりを推進しましょう。 

 

 第 ４０ 号 

平成２９年１１月発行  

 市民の皆さんに、秦野市のごみの現状を知ってもらい、ごみ減量等の大切さを理解してい
ただくため、『秦野市ごみ減量通信』を発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦野市ごみ減量通信 

平成３７年度末までに 

伊勢原清掃工場焼却施設の稼動を停止します 

現在、秦野市の可燃ごみの焼却は、はだのクリーンセンター（200t／日焼却施設）と伊勢原清掃

工場（90t／日焼却施設）の２施設体制で行っています。しかし、伊勢原清掃工場は、稼動から３

０年が経過し老朽化が進んでいることから、新たな焼却施設の建設は行わず、平成３７年度末まで

に、はだのクリーンセンター１施設による処理体制への移行を目指しています。 

１年間に、はだのクリーンセンターが

処理できる量は、秦野市分で、 

３３，６００トンです。これに対し、平成２８年度の

可燃ごみの量は、約４０，３００トンです。このまま

では、平成３７年度末までに伊勢原清掃工場の焼却施

設が稼動を停止すると、ごみが焼却しきれない状況と

なってしまうため、ごみの減量が急務となっています。 

 

現在のごみの量では・・・ 

家庭ごみの有料化の検討 

年間処理能力 

（33,600t） 

H28 可燃ごみ量 

（約 40,300t） 

平成２９年３月に策定したごみ処理基本計画では、平成３７年度末までに、はだのクリーンセ

ンター１施設体制での焼却に移行するため、ごみの量が計画の中間目標年度である平成３３年度

までに計画どおり進まない場合、ごみ排出量に応じた負担の公平性と排出抑制をより一層推進し

ていく観点から、家庭ごみの有料化の導入に向けた検討を進めることとしています。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口と焼却ごみ量の推移及びごみ処理の経過 

平
成
９
年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

平
成

年
度 

50,000トン 
 
 
 

45,000トン 
 
 
 

40,000トン 
 
 
 

35,000トン 
 
 
 

30,000トン 
 
 

170,000人 
 
 
 

160,000人 
 
 
 
 

150,000人 
 
 
 
 

140,000人 

目 標 実 績 

中
間
目
標
年
度 

中
間
目
標
年
度 

 

 家庭から出る 

可燃ごみは、生ごみ、 

草木類、紙類の順に多く出さ

れています。生ごみは、全体

の約１／３、資源物として分

別収集している紙類は、全体

の約１／５が可燃ごみとして

焼却されています。しっかり

と分別して燃やすごみを減ら

しましょう。 

ビ
ン
の
分
別
収
集
開
始 

６
分
別
１
９
品
目
の
分
別
収
集
開
始 

剪
定
枝
の
分
別
収
集
開
始 

廃
食
用
油
の
分
別
収
集
開
始 

木
質
系
粗
大
ご
み
資
源
化
開
始 

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
開
始 

布
団
・
毛
布
の
資
源
化
開
始 

公
共
用
地
の
草
類
資
源
化
開
始 

生
ご
み
処
理
機
補
助
制
度
開
始 

拠
点
回
収
（
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
）
開
始 

モ
デ
ル
地
区
に
よ
る
生
ご
み
分
別
収
集
開
始 

人口 

焼却ごみ量 

一人１日当たり 

６３６．３ｇ 

一人１日当たり 

５８４．９ｇ 

はだのクリーンセンタ
ー 

１施設での焼却に移行 

平成３３年度までに減らす一人１日２６．６ｇ

は・・・ 
【現状】 

平成２８年度 
焼却ごみ量約 40,300 トン 

６６２．９ｇ／人・日 

【中間目標】 
家庭ごみ有料化の目安 

平成３３年度 
６３６．３ｇ／人・日 

一人１日当たり 

６６２．９ｇ 

目標を達成し、はだのクリーンセンター１施設体制に移行するため、 
一人ひとりができること 

水 

約大さじ２杯 
新聞紙 

約１枚半 
みかんの皮 

約１個半 

具体的にどんな方法があるの？ 

【中間目標】 
１施設での焼却に移行 

平成３８年度 
５８４．９ｇ／人・日 

生ごみの約８０％が水分で、ぎゅっとし

ぼるだけで１５％の減量になります。 

お茶碗１杯分（２００ｇ）の生ごみを毎

日ぎゅっとしぼるだけで目標（３０ｇの

減量）が達成できます。 

 

家庭における食品ロスのうち、約１／３

が調理もされないまま捨てられていま

す。買い物に行くときは冷蔵庫の中を確

認して、消費期限などをチェックし、余

分なものを買うのは控えましょう。 

 

生ごみ処理機を使うと、生ごみを

たい肥化したり、分解して消滅で

きます。市では、生ごみ処理機の

購入に対して補助制度を設けてい

ますので、ご利用ください。 

生ごみの減量 

「しぼる」、「買いすぎない」、

「資源化する」をキーワードに、

生ごみの減量に現在取り組んでい

る世帯、これから取り組む世帯に

ステッカーを配布しています。 

紙箱は、従来どおり紙ひもなどで

縛るほか、紙袋にまとめて入れて

出せるようになりました。詳しい

内容は裏面で紹介しています。 

紙類の分別 

キエーロ 

一人１日当たり７８ｇの減量 

一人１日当たり２６．６ｇの減量 



 

 

 

レシートや包装紙、インスタントラーメンなどの紙製の容器は 

紙袋で出せます！ 
可燃ごみ減量を図るため、古紙類の出し方の見

直しをしました。 

引き続き、ご協力をお願いします。 

カーボン紙、写真、インクジェット写真用紙、 

タオルペーパー、圧着はがき（親展はがきなど）、 

ティッシュペーパー、感熱発泡紙（点字用紙など）、 

においや汚れ・水や油が染み込んだ紙 

リサイクルできませんので 

可燃ごみとして出してください。 

新聞・雑誌・ 

牛乳等紙パック 
今までどおり、紙ひも等で縛って

から、収集場所に出してくださ

い。 

段ボールは、断面が波状のもので

す。波状でないものは、紙箱類へ。 

紙 箱 類 

段ボール 

●出せるもの 

・お菓子やティッシュの紙箱 

・タバコの紙箱 

・ラップやアルミ箔の紙箱 など 

●出し方 

 切り開いてから 紙ひも等で縛る。 

●新たに出せるように 

なったもの 

インスタントラーメン 

などの紙製容器 
酒パックなど、内側が 

コーティングされている

紙パック 

包装紙 
はがきや 

レシートなどの 

小さい紙 

●出し方 

まとめて、紙袋に入れてください。 

※雑誌の間に挟んで、ひもで縛って出しても大丈夫

です。 

※紙パックなどは、切り開いてください。 

※汚れ（食べかす）などが、付いていたら中を洗い

乾かしてから、切り開いてください。

注意 分別のことで困ったときは 

「ごみと資源の分け方・出し方ガ

イド」に、詳しい情報が書いてあ

ります。 

市役所や公民館などに配布してい

ます。 

お 知 ら せ 

収集場所に出されるごみの中に、

注射針や乾電池などの危険品の混

入がみられます。 

これらは、収集やリサイクルの際

に、怪我や事故などの原因になる

ため、より一層の分別にご協力を

お願いします。 

平成 29 年 9月 10 日（日）に自治会連合会の呼びかけにより「市内一

斉美化清掃」が行われ、たくさんのごみを 

回収することができました。市民の皆さんの 

ご参加とご協力、ありがとうございました。 

—————————————— 回 収 量 ———————————————— 

可燃ごみ：15,710 ㎏ 草  類：29,420 ㎏ 

不燃ごみ：   550 ㎏ 粗大ごみ：   430 ㎏ 

合  計：46,110 ㎏ 

 注射針は、病院や

薬局に相談を！ 

 資源物も、ごみに混

ぜずに分別してくだ

さい。 

 オープン！ 

１０月１日にオープンした名水はだの富士見の湯には、魅力が盛り沢山！

体の疲れを癒しに来てください！ 

□富士山の見える浴室！ 
□駐車場 67 台完備！ 

□無料の Wi Fi サービス！ 

□無料送迎バス運行！ 

 

 詳しくはホーム

ページ、パンフ

レットをご覧く

ださい。 

秦野市曽屋４５５３－１ ☎0463-82-1026 

ホームページ www.hadanofujiminoyu.jp 

 

分別にご協力をお願いします 

市内一斉美化清掃へのご参加、ありがとうございました！ 


